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記号論を援用して芸術作品固有の意味作用の解明を図る。  
 芸術に特殊な地位を与えようという傾向は古来より実在するが、しかしその特殊さがど

こにあるのかについては未だ定まった見解には達していない。芸術は歴史的文脈や、それ

ぞれの時代の主たる思想によっていろいろに解釈されつづけてきたからである。本論文で

は、記号論の助けを借りながら、芸術作品を他の言語記号などと同列の一個の記号として

扱い、芸術作品それ自体の構造のうちに芸術作品の特殊さの理由を探る。  
 また、芸術作品とわれわれ人の生との関わりにも焦点を当てる。芸術作品の特異さはお

そらくそれ自身の記号のあり方のうちにあるが、そのようなあり方が何故文化の中でとり

わけ高い地位を与えられてきたかに関しては、人の生とその意味づけという文脈を抜きに

しては語ることができないからである。  
 まずは、芸術作品が人にもたらすのは単なる感覚的満足である、という見解を論駁せな

ばならない。ここでいう感覚的満足とは、特定の刺激に単に「受容する」ことによって得

られる快のことである。例えば、甘いものが多くの人の舌を喜ばすように。芸術はこのよ

うな単に受動的に経験されるだけの享楽ではなく、人はそれに対しより積極的主体的に関

わってゆくのだ、というのが本論文での態度である。そこにあるのは、単なる感覚ではな

く、より知的な態度と、喜びである。アリストテレスの言葉にあるように、「人は生まれな

がらにして知ることを欲する」。しかし、この言葉を、どのような知であれそれを知ること

は人にとって喜びとなるだろう、という意味に解してはなるまい。自動車の設計図と絵画

との違いはどこにあるのか。前者には確かに知が含まれている。後者にも、おそらくある

種の知が含まれている（それがどのような知でありうるかは本論で検討する）。しかしこの

ことをもって両者を同じものと見なすわけにはいかない。知のあり方は多様である。われ

われの生においてその知がどのような働きをするかは多様である。知を示すという共通の

特性を持つ（であろう）これら二つの対象を分かつもの、そこにこそ、芸術作品の意味作

用の特異性がある。本論では、実存と芸術とのかかわりを念頭において、バシュラール等

の論を援用しながら芸術特有の意味作用の解明を図る。  
 
 
 
 
 
 




